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ゴールド協賛
（ランチョン）

プラチナ協賛 株式会社日立製作所　　
株式会社ビービット

特別協力 ガートナージャパン株式会社

株式会社インテリジェント・モデル
インフォテリア株式会社
ＶＣＥテクノロジー・ソリューションズ株式会社
ブレインズテクノロジー株式会社
(50音順）

ゴールド協賛
（ペアセッション）

株式会社シマンテック
株式会社ソフトロード
トレンドマイクロ株式会社
株式会社ワークスアプリケーションズ

同時開催 CIOパネルディスカッション

「攻めのIT投資」CIOパネルディスカッション
平成26年9月に開催された産業競争力会議において、
IT投資の「守り」から「攻め」への「質」の転換が重要であると認識され、
経済産業省を中心に様々な施策が実施され始めています。
企業においても、IT投資を「守り」から「攻め」に転換させることは、
将来への布石として、今まさに直面している、重要な課題です。

今回、特別企画として、産・学・官それぞれの立場から、
「攻めのIT投資」を実現するために何が必要かを議論するパネルディスカッションを
FUTURE ASPECTに併設して開催いたします。
問題意識をお持ちの皆様のご参加をお待ち申し上げております。
詳細はこちら≫http://www.juas.or.jp/servey/cio/fa2015/

（特別企画）15：00～17：00

一  般

お申込み方法：
WEBにてお申込みいただけます。お申込み完了後はメールにてお申込み完了メールが届きます。

お支払いについて：
お申し込み後、申込み完了のメールに記載されておりますURLより「マイページ」にアクセスいただき、
請求書をダウンロードしてください。
1月23日（金）までに受講代金のお振込をお願いいたします。振込手数料につきましては、参加申込み
者様負担となりますので予めご了承ください。

請求書・受講票発行について
請求書・受講票は、ご登録後マイページから印刷ができます。
事務局では、請求書、受講票はWEB上で表示されますものを印刷していただく形でお願いしており、
予めご理解・ご協力よろしくお願いいたします。
ただし、社内手続き等で請求書の原本が必要な場合は、事務局より郵送させていただきます。

キャンセルについて：
お申込みのキャンセルをご希望の場合、事務局までE-mailにてご連絡ください。
2015年1月22日（木）までにキャンセルした場合は、キャンセル料は発生いたしません。
1月23日（金）以降のキャンセル、または当日の欠席に関しましては、参加費の100%（および消費税）
をご負担いただくことになります。
当日ご都合のつかない場合は、代理の方のご出席をお願い申し上げます。代理の方がご参加される場
合は、1月22日（木）までに「マイページ」にて出席者のお名前変更が可能ですので、ご変更をお奨めい
たします。

事前予約のご案内：
セッションは事前予約が必要です。先着順にて受け付け
ております。
ランチョンセッションをご予約いただいた皆様にはお弁
当をご用意させていただいております。それ以外の方々は、各自で昼食をお取りいただくことになりますの
で、予めご了承ください。
尚、事前予約されたセッションでご出席が難しくなった場合または他のセッションへの変更をご希望され
る場合は、「マイページ」からご変更いただくことが可能です（座席に空きがある場合に限られます）。1月
22日（木）までにご変更をお願いいたします。当日、空席待ち券を配付いたしますので、そちらをご利用く
ださい。

受講票：
受講票につきましては、「マイページ」にアクセスし、１枚プリントアウトしていただき、当日受付にご提出く
ださい。QRコード読み取り後、カードケースに４つ折にしてお入れください。事前にご予約いただきました
セッションにつきましては、カードケースのQRコード読み取りにてご参加いただけます。

会場案内図

ご登録に関する
お問い合わせ

会場
地図

会場 目黒雅叙園 〒153-0064東京都目黒区下目黒1-8-1　TEL：03-3491-4111

●電車でお越しの方
目黒駅（JR山手線西口、東急目黒線、地下鉄南北線・三田線）より行人坂を下って
徒歩3分、（　　　 に沿ってお進みください）権之助坂を下って徒歩5分

●お車でお越しの方
首都高速2号線目黒ランプより3分（　　　 に沿ってお進みください）

JUAS FUTURE ASPECT 2015事務局
TEL：03-5332-3302  FAX：03-5331-3239
E-mail：registration@juas-event.jp

お申し込みは
▶http://juas-event.jp/future-aspect/fa2015/

参加のご案内

参加費 登録申込締切
2015年

1月22日（木）

17,000円（本体価格15,740円） 会  員 10,000円（本体価格9,259円）

JUAS FUTURE ASPECT 2015
ワクワクする未来へ
一人ひとりのシナリオが未来を創る
10年後、私たちの生活はどう変わるでしょうか？
どんな技術が生活を変えるでしょうか？

ロボットと暮らしている？
そんな時代が、もうそこまで来ているかもしれません。

すでに小さな子供がタブレット端末を使いこなしている時代です。
この子たちが大きくなる頃には、ITの可能性はまだまだ広がっていることでしょう。

これからの10年間、あなたはどう過ごしますか？
未来の訪れをただ待つのではなく、自ら創りだしてみませんか。

一人ひとり、自ら考え、たとえ小さなことでも、まず一歩を踏み出してみる。
その積み重ねが未来を創りだすことにつながるのではないでしょうか？

人が生まれながらにして持つ「アナログ」な感性、そして最先端の「デジタル」技術。
これらを組み合わせ、イノベイティブな発想を持ちながら、ワクワクする社会を
一緒に創っていきませんか？
きっとそれは、様々な角度（Aspect）からシナリオを自らが描き出してみることから
始まります。

JUAS FUTURE ASPECT 2015では、今の時代をワクワクしながら生きている人た
ちの講演・ショートプレゼンテ—ション、ワークショップなど、一人ひとりが未来へのシ
ナリオを描き、そして創り上げる当事者になるためのセッションを用意しました。

皆様のお越しをお待ちしています。
JUAS FUTURE ASPECTプロデュース委員一同

JUAS FUTURE ASPECTプロデュース委員会メンバー

JUAS FUTURE PRESENTATION審査委員会メンバー

※一度に10名以上の団体でのお申し込みの際は、登録事務局までご連絡ください。団体割引を適用させていただきます。

企業名50音順

チーフプロデューサー 朝倉 　隆 株式会社ブリヂストン　ITネットワーク本部 
IT基盤・タイヤ設計IT部長

副委員長 石橋 正啓 アサヒプロマネジメント株式会社　業務システム部 
副部長 企画グループリーダー

吉城 基裕 コクヨ株式会社　情報システム部 東京ビジネスシステム 
グループグループリーダー

委員 高橋 浩史 キリンビジネスシステム株式会社　開発プロジェクト統轄部 
システム開発グループ

熊谷 　淳 KDDI株式会社　技術統括本部 情報システム本部 
共通業務システム部 リソースマネジメントグループリーダー

丸山 虎丈 株式会社ティージー情報ネットワーク　IT ソリューション1 部
営業支援情報グループ マネージャー

桑原 　崇 株式会社DNP情報システム　システム技術本部 技術企画部部長

生田 英達 東京海上日動システムズ株式会社　営業戦略推進本部 
情報インフラサービス部 プロデューサー

松岡 梨那 日本発条株式会社　企画管理本部 情報システム部

津金 智司 株式会社リコー　経営革新本部 業績情報統合管理部 
戦略企画グループ

審査委員長 三輪 昭尚 株式会社大林組　取締役専務執行役員

審査員 梅田 智志 株式会社NHKメディアテクノロジー　執行役員

堀内 麻理子 オリックス・システム株式会社　総務グループ ゼネラルマネージャ

前田 賢司 キリンビジネスシステム株式会社　開発プロジェクト統轄部 
ITソリューショングループ 部長 兼 システム開発グループ 部長

礒村 典秀 東京ガス株式会社　IT活用推進部長

牧浦 土雅 Needs-One Co.,Ltd.　共同創業者



JUAS FUTURE ASPECT 2015

http://juas-event.jp/future-aspect/fa2015/ http://juas-event.jp/future-aspect/fa2015/

2015年1月30日㊎  プログラム  （2014年12月5日現在）
● 特別講演、ランチョンセッションならびにペアセッションは協賛各社の提供プログラムです。　● セッションはすべて要予約です。
● プログラム内容は予告なしに変更されることがありますので、予めご了承ください。最新の情報はWEBをご覧ください。

9：30 ▶ 9：40 挨拶～JUAS FUTURE ASPECT開催にあたって

18：20 ▶ 19：30 交流会　（お気軽にご参加ください）

ロボットはあなたのビジネスに何をもたらすか？
～ソフトバンクのロボットPepperから見る未来の世界～

ソフトバンクロボティクス株式会社
事業推進本部長
吉田  健一 氏

10：50
▼

11：50

特別
講演
K2

社内システムから、『お客さまとつながるIT』へ　
～イノベーションに向けたUX指向アプローチ「ユーザ中心設計」とは

株式会社ビービット
エグゼクティブマネージャー
エバンジェリスト
宮坂  祐 氏

17：10
▼

18：10

特別
講演
K3

ビッグデータで儲ける３つの原則（仮）

株式会社日立製作所
中央研究所
主管研究長
矢野  和男 氏

ブレインズテクノロジー株式会社
代表取締役
濱中  佐和子 氏

12：00 ▶ 12：45 ランチョンセッション L1

お弁当付き

オープンテクノロジが実現するエンタープライズインテリジェンス
オープンテクノロジーの革新領域は、アプリケーションやビッグデータ処理基盤にとどまらず、画像、音声、テキストの人工知
能による高度な解析や、センサーデバイスなどのハードウェア制御まで広がりを見せています。
本セッションでは、オープンテクノロジを活用して、企業活動の様々なデータやログから企業知（ビジネス上価値のあるデー
タや気づき）を構築する仕組みとアプローチをご紹介します。

L4

株式会社インテリジェント・モデル
代表取締役社長
小林  佳文 氏

12：00 ▶ 12：45 ランチョンセッション L2

お弁当付き

業務アプリケーションを無視したシステムに明日は無い（日本の情報システムのあるべき姿とは何か。。。。）
企業が、実績を把握し戦略を立て結果を分析してPDCAを回し収益を維持するには、ユーザービュー（集計計数や帳票等）
は最も重要な指標であり、自社ノーハウを集積したものです。それらを作成するにはオンライン取引システム以上に大規模な
バッチ処理システムが必要となる場合がありますが、現実は機能構造を無視したシステム構築によって、非効率で保守性が
低く、低品質・高コストなシステムとなっています。企業に貢献する最適なシステムを構築するにはどうすべきかを提案します。

12：00 ▶ 12：45 ランチョンセッション L3

お弁当付き VCEテクノロジー・ソリューションズ株式会社
vアーキテクト
シニア・マネージャー
三邉  祥一 氏

12：00 ▶ 12：45 ランチョンセッション L4

お弁当付き

コンバージドインフラストラクチャが切り開く企業価値の創造 
今日、我 を々取り巻く環境は大きく変化しており、企業では、企業競争力、企業価値を高めるため、数年先を見据えた戦略的なIT投資が求められてい
ます。
直面している課題も、クラウドへの対応はもちろんのこと、TCOの削減、俊敏性（アジリティー）、高可用性、運用の簡素化と多岐に渡っております。
その解決策として、真のコンバージド インフラストラクチャである Vblockが、どのように、クラウド環境へ対応し、課題の解決を実現するのかについて
解説します。

株式会社シマンテック

13：00 ▶ 13：45 ペアセッション

株式会社　大林組
宇宙エレベーター実用研究開発チーム　幹事
石川  洋二 氏

13：00 ▶ 13：45 事例セッション

宇宙エレベーター建設構想
将来、宇宙に行くための交通・輸送手段となりうる宇宙エレベーター。大林組は、建設会社の技術的視点から「宇宙エ
レベーター建設構想」を発表しました。従来よりも宇宙に出かけるコストが低くなることが期待されます。
本講演では、宇宙エレベーターの意義、仕組み、構成要素、建設方法、建設スケジュール、得られる利点、課題などにつ
いて紹介します。

日本電気株式会社
ソリューションプラットフォーム統括本部
マネージャー
勝浦  啓太 氏

トレンドマイクロ株式会社
ソリューションビジネス開発グループ
アカウントマネージャー
浅井  俊晴 氏

13：55 ▶ 14：40 ペアセッション

SDN技術とセキュリティ機能の融合によるサイバーセキュリティ対策
NECの最先端SDN技術とトレンドマイクロの脅威検知・分析技術との融合による新たなセキュリティモデルのあり方に
ついて共同講演致します。
多様化するサイバー攻撃に対して、被害の早期特定とSDN技術を用いた迅速な初動対応により被害範囲の最小化と
安全なシステム運用を実現するために、両社で共同開発したソリューションとそのメリットについてご紹介します。

13：55 ▶ 14：40 事例セッション

株式会社ソフトロード
代表取締役社長
劉  忱 氏

＜パネリスト＞
・元　本田技研工業株式会社　有吉  和幸 氏
・元　住友スリーエム株式会社　中村  隆夫 氏
・元　コニカミノルタホールディングス株式会社　大久保  寛 氏

株式会社ワークスアプリケーションズ
営業本部　LaKeel Messenger マーケティンググループ
プロジェクトマネージャー
堤  真衣 氏

15：00 ▶ 15：45

15：55 ▶ 16：40

ペアセッション

ペアセッション

元IT部門長が語る！　情報システム刷新の次代の主流となる手法　システムリフォーム
殆どの企業が悩まされているシステムの老朽化と刷新ですが、システムリフォーム手法は格段に高品質で低コストな更新
が可能であり、望んだ業務を実現して企業競争力の向上に繋がります。
東証１部ＴＯＰ２００社の２０％に採用され、２００件以上の実績があるシステムリフォームの現状と将来を元情報部長諸氏
と共に解説します。

メッセンジャーで仕事の話、していませんか？～無料メッセンジャーに潜むリスクと対策
自治体の防災時連絡手段にも採用されるなど、インスタント・メッセンジャー（IM）はいまや電話やメールよりも身近な存在です。しかし一方
で、IMを利用した「乗っ取り事件」が横行するなど、その企業利用には大きなリスクが伴います。この問題に情報システム部はどう向き合っ
ていくべきか？
セキュリティソフト国内シェア一位である、トレンドマイクロ社のビジネスマーケティング本部ソリューションマーケティング部長大田原 忠雄氏
と、ＥＲＰ国内シェア一位のワークスが、企業における「モバイルセキュリティ」そして「企業向けメッセンジャー」の重要性についてお話します。

遠州鉄道株式会社
取締役経営企画部長
宮田  洋 氏

15：00 ▶ 15：45 事例セッション

「遠州鉄道グループにおけるデータ活用事例」共通ポイントカード利用者のデータ分析による収益拡大への取り組み
遠州鉄道グループは、浜松市を中心に活動する企業集団です。運輸、流通、観光、不動産と、幅広く事業を展開していま
す。その事業毎の顧客を繋ぐのが、共通ポイントカード「えんてつカード」。商圏人口の４割に相当する51万人のお客様
に日 ご々利用いただいています。本講演では、マーケティング・チームとＩＴ戦略チームが一体となり実施している「えんて
つカード」データの分析および活用事例を紹介いたします。

15：55 ▶ 16：40 事例セッション

A1 B1

A2 B2

A3

A4

B3

B4

13：00 ▶ 14：40 ワークショップ C1

株式会社ティージー情報ネットワーク
河内 千晴 氏

株式会社東京海上研究所
牧野  司 氏

JUAS Future Workshop
誰もが未来を変える力を持っている、とよく言います。
本当でしょうか？
本当です。
自分の中に眠っている力を解放すれば、たとえ少しでも未来は変わる。
他の人と一緒にやれば、もっと変わる。
みんなで協力すれば、大きく変わる。
一人ひとりが、ありのままの自分を出すことで、何か大きな変化が起きる。
JUAS Future Workshopで、その可能性を感じてみませんか？

15：00 ▶ 16：50 JUASクローズアップセッション C2

株式会社ＣＡＣエクシケア　
人事部　教育実施責任者
寺池 光弘 氏

東日本旅客鉄道株式会社
システム企画部　副課長
三井 良裕 氏

株式会社ワイ・ディ・シー
SOAソリューション事業本部
SOAソリューション部　部長
横井 潤 氏

JUASビジネスプロセス研究会が考える超上流工程の3つの変革
JUASビジネスプロセス研究会は、超上流工程を、戦略（経営・事業）を受けて、システム化
の基本構想を策定するフェーズ（調査分析、構想策定、投資対効果・予算措置など）と位
置づけて、3つの変革テーマ『IT投資の最適評価』 『全体最適されたIT化推進』 『IT部門
主導のIT化推進』について議論を重ねています。
今回は、これら3つの変革テーマについて、これまでの議論から得られた知見をもとに、超上
流工程のあるべき姿とこれに向けた施策および先進事例をご紹介いたします。

15：00 ▶ 17：00 JUAS FUTURE PRESENTATION D1

私が実現したい未来～6分間で語る私の夢
ご応募いただいたスピーカーの皆様が6分間で夢を語ります。

13：00 ▶ 14：40 ディスカッション E1

JUASデータマネジメント研究会
ファシリテーションチーム

オムロン株式会社
海老原  吉晶 氏

株式会社JALインフォテック
庄司  稔 氏

スマートインサイト株式会社
栗山  博行 氏

徹底討論『未来に向けたデータ利活用のあり方とは？』
IoTや大規模オープンデータをはじめとして、これまで出来なかったデータ利活用の世界が
広がりはじめています。ビジネスや日常生活にデータを利活用する未来の姿を一緒に考え
てみませんか？
本セッションは、未来のデータ利活用と、そのためのデータマネジメントのあり方について、
参加者同士が意見を交わし議論する参加型ディスカッションです。

9：40
▼

10：40

基調
講演
K1

Needs-One Co.,Ltd.
共同創業者
牧浦  土雅 氏

インターネットで40億人の生活は変わるのか？――テクノロジーの進化が新興・途上国でイノベーションを起こす
昨年末、世界のインターネット利用人口は30億人を突破。数字的には大台を突破しましたが、一方で依然として42億
人以上がネット回線を手にしてなく、そのうちの90%が途上国で暮らす人々であるとの統計も出ています。
そんな中、先進国よりも早いスピードで新興・途上国でのスマートフォン普及率は伸びてきています。ビッグデータや暗号
通貨などを駆使した新たなビジネスモデル、具体例をお話させて頂きます。

株式会社テレワークマネジメント
代表取締役
田澤  由利 氏

柔軟な働き方が日本を救う～ICTを活用したテレワークの現在と未来
少子高齢化が長く続いた日本。労働力人口の減少により、介護問題がさらに深刻になっていきます。「親の介護で管理
職が突然退職」といった事態は、決して珍しいことではありません。子育てや介護で、仕事を休んだり辞めたりするのでは
なく、働き続けるための「テレワーク」が注目されています。導入事例、課題、ICTによる課題解決等、新しい働き方につい
て詳しく解説します。

インフォテリア株式会社
マーケティング本部プロダクトマーケティング部
シニアプロダクトマネージャー
森  一弥 氏

クラウド活用・データ連携によるシステム内製化のススメ
クラウド時代が到来し、企業内の情報システム管理のトレンドは従来のオンプレミスを中心とした「システムの構築・保有」
から、クラウドをベースとした「データの利活用」に移っています。データ連携ツールや各種クラウドサービスを活用したシス
テムの内製化（インソーシング）のススメをユースケースやデモを交えご紹介します。

10年前から先行してビッグデータやウエアラブルに取り組んできた実績を元に、データをマネーに換える原
則を事例を踏まえて紹介します。ビッグデータは、人工知能と組み合わせることで「使うほど新たな儲けを生
む新世代の情報システム」を可能とします。2014年7月の出版直後から「目から鱗」と話題を呼び、科学
技術書として異例のベストセラーになっている『データの見えざる手』の背後にある考え方を、著者自ら説
き明かします。

JUAS ビジネスプロセス研究会 幹事団

ソフトバンクは2014年6月に感情認識パーソナルロボットPepperを発表しました。そ
の後、様々な企業とロボットがビジネス世界をどのように革新していくかについて議論し
てきました。なぜ今ロボットなのか、そしてロボットがあなたのビジネスにどのようなインパク
トを与えるのか。Pepperの活用事例も交えながら、ロボットのいる未来の世界につい
てお話します。

クラウド、モバイル、ビッグデータの台頭により、今、企業ITに第3のイノベーションが起こっています。
これまでの時代との決定的な違いは何か―。それは、企業ITは社内向けではなく、直接お客様にサービスやマー
ケティングを仕掛けるために活用される時代になったということです。
しかし、多くのIT部門は、この「お客様とつながるIT」の奔流の前に手をこまねいています。
どのようにすれば、IT主導で新たなイノベーションを起こせるのか―。本講演では「お客様とつながるIT」により「ビ
ジネスイノベーション」を生み出す新時代の開発方法論を、事例とともにご紹介致します。

一般社団法人
日本情報システム・ユーザー協会

TEL：03-3249-4101
FAX：03-5645-8493
E-mail：juas@juas.or.jp
URL：http://www.juas.or.jp

Contact主催者について

JUASとは、一般社団法人日本情報システム・ユーザー協会（Japan Users Association of Information Systems）
の略称です。中立的なITユーザーの団体であり、ユーザーの立場から情報活用を推進するべく、現在、経営と情報に関するさ
まざまなテーマや立場に応じた40以上の研究会、委員会を開催し、年間のべ1,000名以上の会員が参加しています。また、
毎年、「企業IT動向調査」や「ソフトウェアメトリックス調査」等充実した調査研究を行い、研究報告書を刊行し、各種提言を
行っています。

詳細はWEBをご覧ください。

詳細はWEBをご覧ください。


